
 

 

 

 

 

「感謝と感動」のあふれる３学期に！ 

あけましておめでとうございます。保護者、地域の皆様には、穏やかな新春をお迎えのこ

ととお喜び申し上げます。今年は子年。十二支の最初ということもあり、すべての始まりと

未来への可能性を秘めていると言われます。子どもたちにとっても飛躍の一

年となるよう、教職員一同、力を合わせて教育活動の充実に取り組んで

いきます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

さて、本日より東小の３学期がスタートしました。11 日間の冬休

みを元気に過ごし、家族の温かさをたっぷり味わった子どもたちが、

学校に戻ってきました。３学期は 50 日間とたいへん短いですが、

本年度のまとめをするとともに新しい学年の準備をする大切な学期です。東

っ子学習発表会、６年生を送る会、卒業式など、１年間の学びの成果を伝える場

もたくさんあります。子どもたち一人一人が、目標に向かって全力で取り

組み、この１年の確かな成長を実感できるよう、また、皆で協力して高

め合い、感動を共有することができるよう、励ましながら進めていきま

す。そして、成長を支えてくれたすべての人や物に感謝しながら、一

日一日を丁寧に大切に過ごしていきます。３学期も、これまでと変わ

らぬご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。 

「一人で挑戦！みんなで挑戦！」のさらなるレベルアップを！ 

ご協力いただいた｢学校評価アンケート｣の結果を、２学期末に配付させていただきました

が、重点目標「一人で挑戦！みんなで挑戦！」に関わる項目の達成率をお知らせします。 

 「難しいと思えることにも失敗を恐れずに挑戦している」については、「よくあてはまる」

「まあまああてはまる」を合わせた肯定的な評価が、児童は 88.5％、保護者は 75％という

結果でした。学校では、重点目標を受け、まずやってみること、結果だけでなく努力の過程

をこそ大切にした指導を繰り返していますが、失敗を恐れて挑戦することを躊躇してしまう

子どもたちの姿がまだまだ伺えます。 

保護者の皆様の評価は、児童よりさ

らに厳しいわけですが、より高いレ

ベルを目指しての評価であり、期待

の表れでもあると捉えています。勇

気をもって主体的に取り組み、あき

らめずに努力することの素晴らしさ

内容項目 対象 
よく 

あてはまる 

まあまあ 

あてはまる 

あてはまら

ない 

全くあては

まらない 

失敗を恐 
れず挑戦 

児童 41.7 42.7 13.5 2.1 

保護者 18.8 44.8 36.5 ０ 

協力し進ん
で取り組む 

児童 66.7 30.2 3.1 ０ 

保護者 58.3 37.5 4.2 ０ 

 

 

学校だより 
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や自分のよさを実感できるよう３学期も継続して働き掛けていきます。ご家庭でも、結果だ

けで評価することなく、失敗を経験して学ぶことの価値や、挑戦することの素晴らしさを伝

えてあげてください。また、「行事や委員会、係活動などに仲間と協力し進んで取り組んで

いる」については、児童・保護者ともに「よくあてはまる」「あてはまる」の合計が 95％を

超え、「全くあてはまらない」という回答が０％となるなど大変高い評価となりました。重

点目標を意識し、みんなで協力しながら挑戦することができたといえそうです。 

なお、今年度は、「目指せ！５名人」として、「挨拶」「聞き方」「黙働」「言葉遣い」

「伝え方」の 5 つについて、ステージごとに重点的に取り組んでいます。すでに 4 つの名人

に挑戦し、それぞれの名人やスーパー名人が誕生しました。子どもたちが苦労したのは「言

葉遣い」名人で、特に友達を「さんづけ」で呼ぶことのハードルは思っていた以上に高かっ

たです。しかし、全校みんなで取り組むことで、丁寧な言葉、温かな言葉を遣おうとする意

識が少しずつ高まってきたと感じます。１月からは「伝え方」名人を目指しますが、他の名

人への取組も継続しながら、力を伸ばしていきたいです。３学期も「挑戦」あるのみ。新た

な学年に向かって、自分を磨き、みんなで高め合い、レベルアップを図る学期という意識で

進めていきます。東っ子のあくなき挑戦を応援してください。 

「暗唱名人」への挑戦もラストスパートです！ 

毎年「暗唱名人」として詩の暗唱に挑戦しています。今年度の課題は、「おれはかまきり」

「ぷぷんぷん！」「わたしと小鳥と鈴と」「ひとつだけ」「なにかをひとつ」「生きる」と

いう６つの詩です。1 級は谷川俊太郎さんの「生きる」。長文に加え内容も深く、考えさせ

られる詩です。それでも、繰り返しのリズムや語感を楽しみながら、いま、この瞬間を生き

ていることの素晴らしさ、いのちのもつエネルギーや温かさを感じてくれると嬉しいです。 

２月までには全校児童が１級をクリアし、東っ子学習発表会では、９６名全員による全校群

読に挑戦します。６年間で様々な詩と出会い、心に刻んで巣立っていく子どもたち。大人に

なって、覚えた詩の一節が東小や故郷を思い出すきっかけとなるかもしれません。大切にし

たい東小ならではの取組です。ぜひ、2 月７日の全校群読をお楽しみに。 
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